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1　はじめに
東日本大震災では，埋立地の液状化や丘陵地の

盛土や擁壁の崩壊等によって数多くの宅地が被災
した。地盤品質判定士制度（以下，本制度）は，
この教訓を活かし，主に土木工学・建築工学分野
や不動産・住宅関連産業に従事する地盤技術者を
対象にした技術者資格制度である。

本制度は，既存や新設の宅地の品質・安全性の
評価・品質判定を行い，主に宅地における地盤災
害の防止や軽減に貢献することを目的として
2013 年に創設された。2019 年 4 月現在の登
録者数は，地盤品質判定士（以下，判定士）：
1 001 名，地盤品質判定士補（以下，判定士補）：
213 名である。

また，地盤品質判定士会（以下，判定士会）は，
会員の技術の研鑚とモラルの向上，ならびに社会
への啓発を図ることを目的に 2015 年に地盤品
質判定士協議会（以下，協議会）の内部組織とし
て設立された。判定士会は本制度を一般市民の
方々に認知され定着していくために幅広い活動を
進めている。

判定士会は，国民が専門家の知識・経験を活用
できる社会システムの構築を目的として活動してお

り，宅地における地盤災害の防止や軽減を推進す
るため，判定士が地盤工学の専門知識と倫理観を
有する技術者として，地盤の品質を確認し説明する
業務において幅広く活躍することを求めている。

国土交通省は，2018 年 2 月 27 日に「公共
工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する
技術者資格」のうち，『宅地防災分野』の唯一の
資格として「地盤品質判定士」を「国土交通省登
録資格」に認定した。

2　地盤品質判定士制度の概要
2.1　地盤品質判定士協議会
（1）地盤品質判定士協議会の構成

協議会は本稿執筆時点（2019年12月現在）で，
・公益社団法人地盤工学会
・一般社団法人全国地質調査業協会連合会
・一般社団法人地盤保証検査協会
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・NPO 住宅地盤品質協会
・公益社団法人土木学会
・一般社団法人日本建築学会
・一般社団法人建設コンサルタンツ協会
・一般社団法人全国土木施工管理技士会連合会
・公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会
・一般社団法人全国住宅技術品質協会

の計 10 団体で構成されている。
（2）地盤品質判定士検定試験の仕組み

検定試験は毎年 1 回，多肢択一試験（一次試験）
と記述式の筆記試験（二次試験）によって行われ，
受験には，申込み時点で表1の資格，または表
2の経歴を有していることが必要である。

本制度では，2 種類の資格を設けており，検定
試験のうち一次試験と二次試験の合格者は「地盤

表1　受験要件（必要な資格）

資格名称 資格区分・分野等
（下記の何れか） 試験実施機関

技術士

建設部門：土質及び基
礎 公益社団法人日本技術

士会応用理学部門：地質，
地球物理及び地球化学

建築士
一級 公益財団法人建築技術

教育普及センター二級，木造
不動産鑑
定士 － 国土交通省

土木施工
管理技士 一級 一般財団法人全国建設

研修センター
建築施工
管理技士 一級 一般財団法人建設業振

興基金
土木学会
認定土木
技術者

特別上級・上級・一級
（資格分野：地盤・基礎） 公益社団法人土木学会

地質調査
技士

現場調査部門，
現場技術・管理部門，
土壌地下水汚染部門

一般社団法人全国地質
調査業協会連合会

RCCM 地質部門，土質及び基
礎部門

一般社団法人建設コン
サルタンツ協会

地盤検査
技士 一級 一般社団法人地盤保証

検査協会
住宅地盤
主任技士

調査部門，設計施工部
門

NPO 住宅地盤品質協
会

品質判定士」に，一次試験の合格者は「地盤品質
判定士補」に，登録することができる。また，登
録者は自動的に判定士会の会員となる。

なお登録者は，自己研鑚（継続研鑚，CPD）
の実施を前提に，5 年毎に資格を更新することが
できる。
（3）地盤品質判定士等に求められる能力

① ‌�地盤品質を判定できる基礎的な知識とその
応用力（一次試験）

・技術者倫理
・宅地の造成，土砂災害に関わる法制度
・地質・地形・地盤の調査，土砂災害
・住宅等（小規模建築物）の基礎
・地盤の液状化
・盛土・切土と擁壁の安定性
・地盤改良
② ‌�地盤品質を適正に判定できる十分な経験と

技術力（二次試験）
・地盤の液状化
・基礎の支持力と沈下
・盛土・切土と擁壁

2.2　地盤品質判定士会の組織
判定士会は，地盤品質にかかわる相談の受付と

判定業務の実施，地盤品質判定業務に関する勉強
会やテキストの発行などを通じて，会員サービス
と社会への貢献を目指している。判定士会には，
正会員（判定士），準会員（判定士補），法人会員

（判定士会正会員を有する法人），特別法人会員
（判定士会正会員を有しない法人）の 4 種別を設
けている。

2019 年 4 月現在の判定士の全国分布は，図2
のとおりである。東京都など関東圏と大阪府など
の都市部に集中しているが，全ての都道府県に広
く分布しており，今後は地域ごとにより多くの判
定士・判定士補を確保することを目標としている。

判定士会では 2015 年 2 月の発足当初から幹
事会を中心に活動が進められ，その後，地域での
活動を支援するために 2016 年末に神奈川支部
を，2018 年に関西支部を設立，現在，中部支
部の設立準備中である。また，熊本地震および北

表2　受験要件（必要な業務経歴）

職種 必要な業務経歴

行政職
宅地・防災に関わる業務を 3 年以上担当
した行政職（国，地方自治体，独立行政
法人など）

教育・研究職
建築・土木・地質に関する学科（大学，
高等専門学校など）を 3 年以上担当した
教育・研究職
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海道胆振東部地震による災害の復旧・復興事業に
対応するために，熊本と北海道の判定士を中心に

「熊本地震対策部会」と「北海道地震対策部会」
を立ち上げ，国および地方自治体などと連携をは
かりながら被災住民への支援活動を行っている。

3　地盤品質判定士会の活動状況
3.1　市民向け事業

判定士会では，各地域の実状に即した判定士の
活動の場が必要との声に応えて，2016 年 9 月
の地盤工学研究発表会岡山大会において，市民向
けの講演会と無料宅地地盤相談会を開催した。以
降毎年，地盤工学会と連携し，名古屋，高松，さ
いたまの各市にて，同様の催しを継続している。

また 2019 年 9 月には NHK の TV 番組で“ピ
ンポイント液状化”が取り上げられ，判定士会の
Web 相談窓口が紹介されたのを契機に，都市部
を中心に全国から多くの相談が寄せられ，それぞ
れ当該地区の判定士が対応している。

3.2　行政との連携
発足当初の判定士の主な役割は，図1に示す

ように宅地の造成業者，不動産業者，住宅メー

図2　地盤品質判定士の全国分布
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地盤品質判定士 全国分布

カー等と住宅及び宅地取得者の間に立ち，関係者
が地盤の評価を正しく理解できるように貢献する
ものであった。しかし，2016 年に 4 月に発生
した熊本地震での大規模な住宅被害を契機に，自
治体などによる大規模災害防止のための啓発事業
や被災住宅の復旧・復興事業などへの協力と支援
も大きな役割になっている。

2019 年 10 月に発生した台風 19 号災害で
は，相模原市が開設した「住まいの地盤相談窓口」
への協力要請に応え，神奈川支部を中心とする判
定士を 3 会場に延べ 9 日間派遣し，被災した一
般市民からの多くの相談に対応している。

平常時における行政との連携の事例として，
2018 年から協力が始まった東京都葛飾区の「液
状化対策助成説明会・相談会」が挙げられる。毎
年10 日間にわたり区内 20 会場で開催される「木
造住宅の耐震及びブロック塀対策助成説明会・相
談会」とあわせて行われており，2019 年度後
期では公募にて選ばれた判定士が加わっている。

また神奈川支部では，川崎市の担当部署と連携
し 2018 年より麻生区主催の総合防災訓練にお
いて，ハザードマップ説明会と，それに続く無料
の宅地地盤相談会を行っている。同区は大規模宅
地造成が行われた地域であり，参加した市民の関
心が高いため，今後も継続が予定されている。

その他，公民館事業の老人学級への出前講座な
どによる啓発活動も盛んである。

3.3　関連団体との連携
協議会の構成メンバーである地盤工学会，土木

学会，日本建築学会等の諸学会・団体の行事にお
いて，共催，協賛，協力，後援など様々な形で連
携し，交流を深めている。例えば，大地震等の災
害時に必要とされる被災宅地危険度判定士に関し
ては，全国宅地擁壁技術協会と連携して，千葉県，
神奈川県などでの研修会において資格取得時や，
有資格者の技術力向上に協力している。

また災害時に限らず発生する住宅の不同沈下や
傾斜の事例においては，地盤に起因することが多
い。そこで生じる建築紛争に対して，判定士は地
盤の専門家として建築士，弁護士を支援するある
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いは，裁判所の民事調停委員，専門委員として意
見を述べるなど，司法と連携して一般市民への貢
献に努めている。

3.4　会員の資質向上
判定士会では毎年，専門家と技術者向けの地盤

品質セミナーを開催，また地盤工学研究発表会に
おいてはディスカッションセッションを開催して
地盤に関わる課題や品質評価における判定士の役
割と期待について議論している。さらに，宅地地
盤の品質評価に関する技術講習会を毎年開催し
て，会員の資質向上に努めている。

神奈川支部では独自に，年 4 回の研修会を開催
している。内容は講演会・座学・野外巡検・勉強
会など多岐にわたっており，一部は広く全国会員を
対象としている。また独自活動の一つとして，最近
増えつつある一般市民からの地盤に関する相談の
受け皿として，相談員登録制度を 2019 年 9 月に
立ち上げた。相談員に登録するには「相談員（判定
士）としての心構え」を含む研修の受講を義務付け，
この制度に基づく公募による相談業務が始まった。

4　今後の展望と課題
4.1　現状の問題点

判定士会活動のほとんどは，判定士会幹事のボ
ランタリーに支えられているといっても過言では
ないが，判定士会としてはボランタリーだけに頼
らない，会の運営を目指すべきと考えている。

一方で，これまでの判定士会の地道な活動によっ
て，行政や一般市民への知名度が上がりつつあり，
判定士への依頼が増え期待も大きくなってきてい
る。特に，地方自治体などから，市民への啓発活
動としての講演会や市民相談会などへの協力要請
も増えている。しかしながら，現在の判定士会は
法人格を有しておらず，これらを引き受けること
ができない事案も増えているのが実情である。

4.2　地盤品質判定士会の法人化
判定士会では，前項で述べたような要請に応え

て判定士が活躍できるように，法人格を取得する
準備を進めており，本誌が皆さんの手元に届く，

2020 年 4 月の法人化を目指している。法人化
後は，多くの協力要請や業務に応えることで，判
定士制度の普及に役立つだけでなく，判定士会の
維持運営に大きく資するものと考えている。

5　おわりに
判定士は高い技術者倫理，および関連の法制度

についての知識を重視した資格である。
本制度がいっそう広く周知・理解され，活用さ

れることにより，国土の根幹である地盤に関わる
災害の防止や軽減を通じて国民のみなさんに貢献
することを願うとともに，判定士諸氏のさらなる
活躍を期待している。
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